
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 東北財務局長

【提出日】 平成30年１月12日

【四半期会計期間】 第37期第３四半期(自　平成29年９月１日　至　平成29年11月30日)

【会社名】 株式会社　薬王堂

【英訳名】 ＹＡＫＵＯＤＯ．Ｃｏ．，Ｌｔｄ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　西　郷　辰　弘

【本店の所在の場所】 岩手県紫波郡矢巾町大字広宮沢第３地割426番地

【電話番号】 019－697－2615 (代表)

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長　小 笠 原 康 浩

【最寄りの連絡場所】 岩手県紫波郡矢巾町大字広宮沢第３地割426番地

【電話番号】 019－697－2615 (代表)

【事務連絡者氏名】 常務取締役管理本部長　小 笠 原 康 浩

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

EDINET提出書類

株式会社薬王堂(E03461)

四半期報告書

 1/15



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第３四半期累計期間
第37期

第３四半期累計期間
第36期

会計期間
自 平成28年３月１日

至 平成28年11月30日

自 平成29年３月１日

至 平成29年11月30日

自 平成28年３月１日

至 平成29年２月28日

売上高 （百万円） 56,348 62,256 74,912

経常利益 （百万円） 2,837 3,151 3,509

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,799 2,147 2,334

持分法を適用した場合の
投資利益

（百万円） － － －

資本金 （百万円） 1,080 1,080 1,080

発行済株式総数 （株） 6,580,400 19,741,200 19,741,200

純資産額 （百万円） 13,834 16,142 14,369

総資産額 （百万円） 33,397 36,896 32,346

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 91.15 108.81 118.28

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 19.00

自己資本比率 （％） 41.4 43.8 44.4
 

　

回次
第36期

第３四半期会計期間
第37期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成28年９月１日

至 平成28年11月30日

自 平成29年９月１日

至 平成29年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 32.67 29.32
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．平成28年12月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。平成29年２月期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容については、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続いた

ものの、米国の政策運営や北朝鮮情勢などにより、先行きは不透明な状況で推移いたしました。

当社の営業基盤であります東北地方においては、復興需要の収束による停滞感がみられるなど、依然として厳し

い経営環境となりました。

このような状況の中、当社は、販売価格や品揃えの強化を図り、来店客数及び買上点数の増加に取り組むととも

に、小商圏ドミナント出店を推進し、ドラッグストアを岩手県に４店舗、青森県に４店舗、秋田県に３店舗、宮城

県に５店舗、山形県に３店舗の合計19店舗を新規出店いたしました。また、岩手県のドラッグストア２店舗を退店

し、当第３四半期会計期間末の店舗数は238店舗（うち調剤併設型３店舗、調剤専門薬局１店舗）となりました。

以上の結果、当第３四半期累計期間における売上高は622億5千6百万円（前年同四半期比10.5％増）、営業利益は

26億7千9百万円（前年同四半期比2.4％増）、経常利益は31億5千1百万円（前年同四半期比11.1％増）、四半期純利

益は21億4千7百万円（前年同四半期比19.4％増）となりました。

また、部門別の業績は次のとおりであります。

①　ヘルスケア部門

医薬品は感冒薬や健康食品等が伸張し、衛生用品では介護用紙おむつ等が伸張いたしました。調剤も堅調に推

移いたしました。その結果、売上高は前年同四半期比6.3％増加し、138億7千2百万円となりました。

②　ビューティケア部門

化粧品はセルフ化粧品や男性化粧品等が伸張し、トイレタリーではオーラルケアやボディソープ等が伸張いた

しました。その結果、売上高は前年同四半期比8.1％増加し、105億8千4百万円となりました。

③　ホームケア部門

日用品は仕上剤や家庭紙、台所用品等が伸張し、衣料品ではタオル類や履物、肌着等が伸張いたしました。そ

の結果、売上高は前年同四半期比12.5％増加し、82億4千4百万円となりました。

④　コンビニエンスケア部門

食品は飲料や菓子、日配品等が伸張し、酒類ではビール類や酎ハイ等が伸張いたしました。バラエティ部門は

ペット関連商品等が伸張いたしました。その結果、売上高は前年同四半期比12.9％増加し、295億5千5百万円とな

りました。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の流動資産は162億8千6百万円となり、前事業年度末に比べ25億9千万円の増加となりま

した。主な増加要因といたしましては、現金及び預金が3億9千2百万円増加したことと新規出店等に伴う商品の増加

が18億8千4百万円あったことがあげられます。

固定資産は206億1千万円となり、前事業年度末に比べ19億5千9百万円の増加となりました。主な増加要因といた

しましては、新規出店に伴う建物等の有形固定資産の増加が17億8千3百万円あったことがあげられます。

この結果、資産合計は368億9千6百万円となり、前事業年度末に比べ45億4千9百万円の増加となりました。

流動負債は157億3千3百万円となり、前事業年度末に比べ24億6千7百万円の増加となりました。主な増加要因とい

たしましては、買掛金が22億5百万円増加したことがあげられます。

固定負債は50億2千1百万円となり、前事業年度末に比べ3億1千万円の増加となりました。

この結果、負債合計は207億5千4百万円となり、前事業年度末に比べ27億7千7百万円の増加となりました。

純資産合計は161億4千2百万円となり、前事業年度末に比べ17億7千2百万円の増加となりました。主な増加要因と

いたしましては、利益剰余金の増加が17億7千2百万円あったことがあげられます。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種　類 発行可能株式総数(株)

普通株式 61,200,000

計 61,200,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年１月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,741,200 19,741,200
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 19,741,200 19,741,200 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成29年９月１日～

平成29年11月30日
－ 19,741,200 － 1,080 － 1,122

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成29年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
900 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 19,736,300 197,363 －

単元未満株式 普通株式 4,000 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  19,741,200 － －

総株主の議決権 － 197,363 －
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式75株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社薬王堂

岩手県紫波郡矢巾町大字

広宮沢第３地割242番地１
900 － 900 0.00

計 － 900 － 900 0.00
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年９月１日から平成29年

11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年３月１日から平成29年11月30日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前事業年度

(平成29年２月28日)
当第３四半期会計期間
(平成29年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,683 2,075

  売掛金 248 351

  商品 10,373 12,257

  貯蔵品 16 5

  その他 1,374 1,597

  貸倒引当金 △0 △0

  流動資産合計 13,696 16,286

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） ※  12,696 ※  14,497

   土地 686 686

   その他（純額） ※  1,439 ※  1,422

   有形固定資産合計 14,822 16,606

  無形固定資産 200 287

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 2,543 2,526

   その他 1,083 1,190

   投資その他の資産合計 3,627 3,716

  固定資産合計 18,650 20,610

 資産合計 32,346 36,896

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 8,185 10,391

  1年内返済予定の長期借入金 1,953 2,080

  未払法人税等 761 588

  賞与引当金 391 215

  ポイント引当金 167 227

  店舗閉鎖損失引当金 81 72

  その他 1,724 2,158

  流動負債合計 13,265 15,733

 固定負債   

  長期借入金 3,650 3,864

  資産除去債務 814 933

  その他 245 223

  固定負債合計 4,710 5,021

 負債合計 17,976 20,754
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           (単位：百万円)

          
前事業年度

(平成29年２月28日)
当第３四半期会計期間
(平成29年11月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,080 1,080

  資本剰余金 1,331 1,331

  利益剰余金 11,957 13,730

  自己株式 △0 △0

  株主資本合計 14,368 16,141

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 1 0

  評価・換算差額等合計 1 0

 純資産合計 14,369 16,142

負債純資産合計 32,346 36,896
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

売上高 56,348 62,256

売上原価 43,619 47,846

売上総利益 12,728 14,410

販売費及び一般管理費 10,111 11,730

営業利益 2,617 2,679

営業外収益   

 受取利息 21 19

 受取事務手数料 86 90

 受取補償金 － ※  253

 固定資産受贈益 34 42

 その他 95 90

 営業外収益合計 238 497

営業外費用   

 支払利息 15 12

 固定資産除却損 － 12

 その他 2 0

 営業外費用合計 18 25

経常利益 2,837 3,151

特別損失   

 退職給付制度終了損 37 －

 特別損失合計 37 －

税引前四半期純利益 2,799 3,151

法人税、住民税及び事業税 1,072 1,121

法人税等調整額 △71 △117

法人税等合計 1,000 1,003

四半期純利益 1,799 2,147
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【注記事項】

(追加情報)

　(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。

 

(四半期貸借対照表関係)

※　国庫補助金等の受領により、固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額

 
前事業年度

(平成29年２月28日)
当第３四半期会計期間
(平成29年11月30日)

建物及び構築物 67百万円 23百万円

その他 16百万円 16百万円

合　　計 84百万円 40百万円
 

 

(四半期損益計算書関係)

※　受取補償金の内容

第１四半期会計期間において、当社は大船渡駅周辺地区土地区画整理事業の支障となる大船渡茶屋前店の除却

等を内容とする「物件移転補償契約」および「損失補償契約」を大船渡市と締結いたしました。

　これに伴い、大船渡市より補償金305百万円を受領しております。なお、受領した補償金から建物等の除却に伴

い発生する固定資産除却損41百万円と解体費用等9百万円を控除した金額を「受取補償金」として計上しておりま

す。　

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自 平成28年３月１日
 至 平成28年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年３月１日
 至 平成29年11月30日)

減価償却費 1,169百万円 1,268百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年11月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月27日
定時株主総会

普通株式 296 45 平成28年２月29日 平成28年５月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間（自 平成29年３月１日 至 平成29年11月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月26日
定時株主総会

普通株式 375 19 平成29年２月28日 平成29年５月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年11月30日）

当社は、医薬品、化粧品、食料品及び日用雑貨等生活関連商品を扱う小売業を専ら営んでおり、単一セグメン

トであるため、記載を省略しております。

 

当第３四半期累計期間（自 平成29年３月１日 至 平成29年11月30日）

当社は、医薬品、化粧品、食料品及び日用雑貨等生活関連商品を扱う小売業を専ら営んでおり、単一セグメン

トであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額  91円15銭 108円81銭

(算定上の基礎)    

四半期純利益金額 (百万円) 1,799 2,147

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額 (百万円) 1,799 2,147

普通株式の期中平均株式数 (株) 19,740,395 19,740,225
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．当社は、平成28年12月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。平成29年

２月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成３０年１月５日

株　式　会　社　薬　王　堂

取　締　役　会 御　中

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   今　江　光　彦　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   木　村　大　輔　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社薬

王堂の平成２９年３月１日から平成３０年２月２８日までの第３７期事業年度の第３四半期会計期間（平成２９年９月

１日から平成２９年１１月３０日まで）及び第３四半期累計期間（平成２９年３月１日から平成２９年１１月３０日ま

で）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社薬王堂の平成２９年１１月３０日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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